
令和２年度第２回草津市健幸都市づくり推進委員会における主な意見に対する対応・方針等について 参考資料

対応・方針等 担当課

1
全

体
多様性

「まち・ひと・しごと」それぞれの健幸づくりにおいて、障害のある

人も含め、誰もが健康で幸せになれるような視点をもって各事業を展

開するとともに、現在策定中の次期計画においては、より明確に反映

させていきたいと考えます。 健康福祉政

策課

2 交通

市内のバス交通空白地・不便地を中心とした生活交通の確保や、地域

活性化を図るために運行しているコミュニティバス「まめバス」にお

ける既存路線の再編など、利便性の向上の取組を検討します。 交通政策課

3
キラリエ

草津

指定管理者制度にかかる評価制度に基づき、適切に評価してまいりま

す。 まちづくり

協働課

歩いて目的地に行くのに不便で、車でなければ行けない。まめバス

は利用しにくい。

ま

ち

の

健

幸

項目

 資料１

「まちの健康づくり」に「誰もが気軽に出かけられるまちづくり。

出かけたくなるまちづくり」として、バリアフリーの促進を入れ

る。まめバスや草津川跡地公園など、様々な場所でバリアフリーが

進んでいることを成果としてあげる。

「ひとの健康づくり」には障害者の健康づくりの視点を、「しごと

の健康づくり」には障害者雇用促進の視点を入れる。

主な意見

市民総合交流センター（キラリエ草津）の管理運営に多額の税金が

使われるので、指定管理者による管理・運営が的確に行われたか評

価をしっかりしていただきたい。
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対応・方針等 担当課項目 主な意見

4
まちづく

り協議会

少子高齢化による人口構造の変化や人口減少による担い手不足が課題

となる中で、NPOや企業、大学、行政など、様々な主体と地域住民

が連携することで、教育の視点から地域を支える人材を発掘、育てる

ことを目的とした「地域協働型キャリア教育推進事業」を実施しま

す。

新型コロナウイルスの状況にもよりますが、NPOや企業、大学、行

政等から市民サポーターを養成し、サポーターの協力を得ながら、中

学生を対象にキャリア教育を実施します。

まちづくり

協働課

5 食

「資料１」につきましては、本計画の健幸都市づくりに関連する主な

取組を抽出しているため、すべての取組を記載できておりませんが、

「ひとの健幸づくり」においては「しごとの健幸づくり」にも跨るか

たちで、食育推進事業として、市内飲食店や大型商業施設と連携し、

生活習慣病予防のための食生活に関する啓発や取組を行っているとこ

ろです。また、料理レシピサイトを活用し、健康づくりのためのレシ

ピ等の情報提供を行うことで、個人や家庭へもアプローチを行ってい

ます。

健康増進課

6 コロナ

感染症対策により安全な環境の下で学校教育活動を継続できるよう、

消毒作業等を行う学校衛生管理サポーターの配置や、マスク・消毒

液・サーキュレーター等の配備を行うとともに、学校に派遣している

スクールソーシャルワーカーより子どもへの支援の方法を教員に助言

するなど、学校現場と協力して児童・生徒の心のケアについても行っ

てまいります。

教育総務課

スポーツ保

健課

学校教育課

7
総合相談

窓口

福祉の総合相談窓口（人とくらしのサポートセンター）につきまして

は、支援が必要な方に活用いただけるよう、広報等を活用してより一

層、周知に努めてまいります。

人とくらし

のサポート

センター

基本施策１（１）の重点的な取組「各まちづくり協議会の健幸宣言

実現に向けた取組の推進」の実現に向けて、地域住民の各種活動に

おける担い手の人材不足が課題である。特に地域住民の担い手であ

る町内会⾧のなり手が少なく、また集合住宅と戸建ての二極化が進

んでいる。

健幸宣言実現の基盤となるのは、地域のリーダーショップを図れる

人材育成であり、それにより行政の部署との関わり合い、地域学生

や企業との連携が進む。これに対する各地区の実態分析と対応策に

ついて、意見交換やまとめができる時間がほしい。

福祉総合相談窓口は市民にとってありがたい窓口である。知らない

人も多いと思われるので、市の広報などでしっかりアピールしてほ

しい。

ひ

と

の

健

幸

コロナ禍で感染者も多いが、それ以上に心を病んでいる人が増えて

いる。学校という集団の中で不安を覚える子ども達を精神的に健康

にする対策も必要ではないか。

「ひとの健幸づくり」に食に関するものがほぼないことに疑問を感

じる。健康寿命の延伸のためにイベントを企画したりコミュニティ

を作ったりしても、食がおろそかになれば大した成果は出ないので

はないか。

「しごとの健幸づくり」にある、飲食店等が手を組んだ食育やベジ

ランチの提供等を、さらに個人や家庭にアプローチする形をとれれ

ばよい。

例）子供へのアプローチとして、学校での食育授業やエディブルス

クールヤードなど
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対応・方針等 担当課項目 主な意見

8 道の駅

道の駅草津リノベーション構想策定の中で、草津ブランドをはじめと

した、地域固有の資源を活かした魅力向上のための強みや特徴の強化

についても検討してまいります。 農林水産課

9
社会活動

参加促進

アーバンデザインスクールやセミナーにおいて、高齢者の生きがいづ

くりや社会参加に繋がるような講座を実施してまいります。 草津未来研

究所

10 啓発

「歩く」ことを選択してしまうインパクトのあるポスターを、駅前を

始め市内の施設に掲示しております。今後も、様々な啓発活動を行っ

てまいります。

健康福祉政

策課

11 啓発

各施設に設置するだけではなく、宿場まつり等のイベントにおいても

活用しております。今後もイベントと合わせた広報・啓発に取り組ん

でまいります。

健康福祉政

策課

健幸都市くさつ広報・啓発のために、ポスターを様々な場所に掲げ

てはどうか。市民の目に止まるだけでも意識づけにつながる。

し

ご

と

の

健

幸

産学公民連携による社会活動参加促進事業は、「ひとの健康づく

り」の「高齢者の生きがいづくりや社会参加の仕組みづくり」と繋

げるとよい。

道の駅草津リノベーション構想について、地域の活性化や観光客の

誘客促進が図れるとあるので、ぜひ草津ブランドのPRや草津野菜マ

ルシェ等のイベントを行い草津ブランドをもっと発展させてほし

い。

のぼりは置くだけでなく、イベント等と合わせて啓発を行うべきで

ある。
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12

ひ

と

の

健

幸

年度毎の

取組

「参考資料１」は、健幸都市づくりの全体の状況と現時点での達成状

況をとりまとめた資料となります。スペースの都合上、大きい概念の

取組はこのような記載としていますが、今後、記載方法を工夫してま

いります。

健康福祉政

策課

13 全体目標

14

個別事業

での対象

の明示

全

体

健康福祉政

策課

草津市健幸都市基本計画につきましては、より一層、健幸都市づくり

を推し進めるべく、今年度から２か年にわたり次期計画の策定を進め

ているところでございます。次期計画の策定にあたっては、現行計画

の成果と実績を踏まえて、目標・数値の検証を行うとともに、各事業

との関連性や、各主体の役割を明確にして計画策定を進めてまいりま

す。

全体目標としてあげられている市民意識調査の数値が達成が困難か

と思われる。原因を確認して対策を行なうか、数値の見直しが必

要。

「まち・ひと・しごと」という切り口自体は問題がないと思うが、

各事業の位置づけや全体目標との結びつきが見えにくいものも多く

あった。次期計画策定では、各個別事業について、市民のうち特に

「どんな人」の「何」が対象かを明示すると、目標との接続がわか

りやすくなる。

「ライフステージに応じた健康づくり」の主要な取組について、い

ずれも当初より一貫して同じ取組を実施することになっており、実

績と今後の方策が切り分けられておらず内容が分かりにくい。

 参考資料１
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対応・方針等 担当課項目 主な意見

15

「健幸都市くさつ」に込められた意味や目指す目標、またその実現に

向かって進める各種施策について、より一層、広報・啓発に努めてま

いります。

健康福祉政

策課

16

草津市の野菜摂取量につきましては、健幸都市基本計画策定時に基準

値としていた２５８．０ｇから２７０．２ｇに増加しており、依然と

して国・県と比べ少ない状況ではありますが、増加傾向となっていま

す（平成２１年度、平成２７年度「滋賀の健康・栄養マップ」）。引

き続き、飲食店等と連携しながら、野菜の摂取量増加に向けて取り組

んでまいります。

健康増進課

17

草津市は、コロナ禍における運動不足や社会参加の制限に伴う健康二

次被害の予防のため、産官学が協働して課題の解決に取り組む「健康

二次被害防止コンソーシアム」に加入いたしました。本コンソーシア

ムにおいて、確かなエビデンスによる健康二次被害予防啓発物を作成

し、新型コロナウイルスワクチン接種予約受付支援会場で配布しまし

た。また、ハイブリット（オンサイト・オンライン）でのイベント開

催などを予定されており、これらのコンテンツを活用して健康二次被

害の予防に取り組んでまいります。

健康福祉政

策課

草津市の野菜摂取量が全国平均、滋賀県平均より下回るデータを示

され、「仕事の健幸づくり」の方針に草津野菜マルシェ、ベジラン

チの実施と様々な仕掛けを実施しているが、草津市の野菜の摂取量

の推移は如何か。計画前後の検証はできているのか。成果が出てい

ないのであれば、実施方法の変更等が必要ではないか。

新型コロナ感染症が、ひとの健康に与える影響が大変大きい。特に

今後、中⾧期的な影響として考えられる、心の健康や虐待、高齢者

の閉じこもり、通いの場や繋がりへの影響などが心配される。感染

対策に加えて、新型コロナ感染症による健康二次被害の予防という

点から、今後、取組等を検討する必要があるのではないか。

「健幸都市くさつ」という言葉はよく聞くが、何をしているのかわ

からないという声がある。

 その他

野菜の摂取量

コロナ禍にお

ける取組

広報・啓発
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